
法学部ビジネス法学科 2026/5/21

全学共通 学部共通 専門

1 心の科学I 野副 紫をん 2

公認心理師及び臨床心理士の資格を有し心理治療の経験を持つ教員が、授業の中

で一般的によく見られる精神疾患やセルフモニタリング等，学生の心身健康に関

する知識や対処法を教授し，学生のメンタルヘルスの維持増進に寄与する。

2 心の科学II 野副 紫をん 2

公認心理師及び臨床心理士の資格を有し心理治療の経験を持つ教員が、授業の中

で一般的によく見られる精神疾患やストレスマネジメント等，学生の心身健康に

関する知識や対処法を教授し，学生のメンタルヘルスの維持増進に寄与する。

3 日本の文化と社会 四辻 秀紀 2

この科目は、徳川美術館で学芸員の経験を有する教員が、日本の歴史の中で培わ

れてきた文化諸相を通覧し、内在する伝統と変遷を探究する「実務経験のある教

員による授業科目」です。

4 環境共生の探究I

郡 麻里、山

形 新之介、

松野 正太郎

2

担当教員は環境省など国の委託事業や補助事業を担当した経験があるため、それ

らを活かし、現在の国の生物多様性保全戦略や気候変動への対策・方針について

紹介する。

5 環境共生の探究II
郡 麻里、山

形 新之介
2

担当教員は環境省など国の委託事業や補助事業を担当した経験があるため、それ

らを活かし、現在の国の生物多様性保全戦略や気候変動への対策・方針について

紹介する。

6 全学ゼミナール(1)平易な言語
五十嵐 小優

粒
2

担当教員の留学生を対象とした日本語教育の実務経験から「やさしい日本語」と

「Plain Language」の解説を行う。

7 全学ゼミナール(2)ファイナンス 谷内 陽一 2

年金基金、銀行、生命保険会社にて私的年金（企業年金・個人年金）の制度・財

政運営や資産運用等の業務に従事してきた教員が、金融・ファイナンスに関する

理論的体系および実務経験に基づく具体的事例を踏まえて、学術・実務両面の視

点から幅広く講義する。

8 情報処理Ⅰ 宇梶 郁 2

システム開発やシステム管理、プロジェクトマネジメントの実務経験がある教員

が、情報技術や情報システムの実例や注意点を示すことで、理解を深めることが

できるよう配慮した授業を展開する。

9 情報処理Ⅱ 宇梶 郁 2

システム開発やシステム管理、プロジェクトマネジメントの実務経験がある教員

が、情報技術や情報システムの実例や注意点を示すことで、理解を深めることが

できるよう配慮した授業を展開する。

10
体験型プロジェクト(FE)社会課題と

ビジネス

白出 博之、

松井 義司、

堀 泰

4

・担当教員（松井）電機メーカーに長年勤務し新興国での市場開発に従事。各種

の販売会社の運営に関わる。・副担当（白出）：JICA専門家（弁護士）としてS

ＤＧｓの実践に関与しており、これらを活用す。

11
体験型プロジェクト(FH)犬山学講

座／徳川美術館（前）

富岡 仁、四

辻 秀紀、齋

藤 敦

4

この科目は、徳川美術館・学芸員の経験を有する教員が、地元の歴史・文化に関

心を寄せ、古典や歴史に対する知識と理解度を高める「実務経験のある教員によ

る授業科目」です。

12 体験型プロジェクト(SC)ブランド
徐 誠敏、李

美善
4

10年間にわたり，中小企業のブランディングの仕組みづくりを支援する「ブラン

ド・マネージャー認定協会」のアドバイザーとしてつとめながら，多くの中小企

業の経営者と実務家たちから学んだ実践的な知識を講義内容に活かす。

13
体験型プロジェクト(SI)犬山学講座

／徳川美術館（後）

富岡 仁、末

岡 仁、四辻

秀紀、佐藤

邦彦

4

この科目は、徳川美術館・学芸員の経験を有する教員が、日本の代表的な伝統芸

能を取り上げ、これらによって育まれた文化形態の理解を深める「実務経験のあ

る教員による授業科目」です。

14
体験型プロジェクト(SK)犬山学講

座／里山学

中村 真咲、

岡田 和明、

郡 麻里

4

担当教員は自然環境や生物多様性の保全とその管理に関する環境省や林野庁など

の実務を担当してきました。その経験を活かし、現在の国や地域の生物多様性保

全戦略や気候変動対策・方針について紹介するとともに、各種調査方法を紹介し

ます。

15 (留)日本事情V 四辻 秀紀 2

この科目は、徳川美術館・学芸員の経験を有する教員が、日本の代表的な伝統芸

能を取り上げ、これらによって育まれた文化形態の理解を深める「実務経験のあ

る教員による授業科目」です。

16 市民生活と法(法)

佐藤 直史、

松本 未希

子、宮本 雅

史

2
弁護士としての経験を有する教員が法律実務上の経験を活用し、身近な法律につ

いて解説を行う授業です。

17 市民生活と法（再） 美濃羽正康 2
弁護士としての経験を有する教員が法律実務上の経験を活用し、身近な法律につ

いて解説を行う授業です。

単位数
担当教員 担当教員の実務経験を活かした授業の内容
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18 (日)市民生活とキャリア形成Ｔ 伊藤 繁生 2

企業の採用やインターンシップ等に関与した経験を持つ教員が、その当該経験を

活かしキャリア形成の意義、方法について解説し、その上でキャリア形成を考え

る授業である。

19 (留)市民生活とキャリア形成U 伊藤 繁生 2

企業の採用やインターンシップ等に関与した経験を持つ教員が、その当該経験を

活かしキャリア形成の意義、方法について解説し、その上でキャリア形成を考え

る授業である。

20 市民生活とキャリア形成(再3) 伊藤 繁生 2

企業の採用やインターンシップ実習に関与した経験を持つ教員が、その当該経験

を活かしキャリア形成の意義、方法について解説し、その上でキャリア形成を考

える授業である。

21 裁判と法①
張 瑞輝、白

出 博之
2

・担当教員のうち、白出が弁護士として裁判実務上の経験を活用し、身近な法律

について解説を行う授業である。

22 商品と流通の経営学② 徐 誠敏 2

数年間にわたる中堅・中小企業の経営者たちとのインタビューから得られた知見

と一般財団法人ブランド・マネージャー認定協会のアドバイザーとしての経験を

活かすことで、マーケティングやブランディングに関する実践的な知識を教え

る。

23 インターンシップI 大黒 光一 2

企業の採用やインターンシッププログラム構築等に関与した経験を持つ教員がイ

ンターンシップを経験する意義、内容、メリットや社会で働く際に必要な知識、

マナーなどに関する講義、指導を実施。その後、学生は企業等各種団体でイン

ターンシップ実習を行う。

24 インターンシップII 大黒 光一 2

企業の採用やインターンシッププログラム構築等に関与した経験を持つ教員がイ

ンターンシップを経験する意義、内容、メリットや社会で働く際に必要な知識、

マナーなどに関する講義、指導を実施。その後、学生は企業等各種団体でイン

ターンシップ実習を行う。

25 インターンシップIII 大黒 光一 1

企業の採用やインターンシッププログラム構築等に関与した経験を持つ教員がイ

ンターンシップを経験する意義、内容、メリットや社会で働く際に必要な知識、

マナーなどに関する講義、指導を実施。その後、学生は企業等各種団体でイン

ターンシップ実習を行う。

26 ジョブトレーニングⅠ 大黒 光一 1

企業の採用やインターンシッププログラム構築等に関与した経験を持つ教員がイ

ンターンシップを経験する意義、内容、メリットや社会で働く際に必要な知識、

マナーなどに関する講義、指導を実施。その後、学生は企業等各種団体でイン

ターンシップ実習を行う。

27 ジョブトレーニングⅡ
大黒 光一、

伊藤 繁生
2

企業の採用やインターンシッププログラム構築等に関与した経験を持つ教員がイ

ンターンシップを経験する意義、内容、メリットや社会で働く際に必要な知識、

マナーなどに関する講義、指導を実施。その後、学生は企業等各種団体でイン

ターンシップ実習を行う。

28 基本簿記(法)

荒鹿 善之、

中村 壽男、

佐藤 豊和

2
簿記検定試験委員として培った経験より、大学で学ぶ簿記の学習成果を確認する

ため、日本商工会議所簿記検定試験へのチャレンジを奨励している。

29 基本簿記(法再)

荒鹿 善之、

中村 壽男、

佐藤 豊和

2
簿記検定試験委員として培った経験より、大学で学ぶ簿記の学習成果を確認する

ため、日本商工会議所簿記検定試験へのチャレンジを奨励している。

30
(副)特殊専門講義Ⅱ（地域創生・観

光・文化遺産概論）

中村 真咲、

岡田 和明、

佐藤 正之、

赤塚 次郎、

四辻 秀紀、

村山 徹、定

森 亮、山田

拓郎、宮道

利典、武田

光弘

2
本講義を担当する教員は、地域の行政やNPOでの実務経験や研究実績があり、そ

の経験を生かした講義を行う。

31
(副)特殊専門講義Ⅱ（地域創生・観

光・文化遺産ワークショップⅠ）

中村 真咲、

岡田 和明、

佐藤 正之、

赤塚 次郎、

四辻 秀紀、

村山 徹、定

森 亮、山田

拓郎、宮道

利典、武田

光弘

2
本講義を担当する教員は、地域の行政やNPOでの実務経験や研究実績があり、そ

の経験を生かした講義を行う。
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32
(副)特殊専門講義Ⅱ（地域創生・観

光・文化遺産ワークショップⅡ）

中村 真咲、

岡田 和明、

佐藤 正之、

赤塚 次郎、

四辻 秀紀、

村山 徹、定

森 亮、山田

拓郎、宮道

利典、武田

光弘

2
本講義を担当する教員は、地域の行政やNPOでの実務経験や研究実績があり、そ

の経験を生かした講義を行う。

33
(副)特殊専門講義Ⅱ（環境共生・里

山SDGs概論）

足立 守、高

橋 裕平、郡

麻里、山形

新之介、松

野 正太郎、

竹内 恒夫

2

担当教員の郡は、環境コンサルタントとして環境省や林野庁など国の委託事業や

補助事業を担当した経験があり、それらを授業に活かし、現在の国の生物多様性

保全や気候変動への対策・方針の紹介や、経験に基づいた調査・評価方法につい

て伝授可能。

34
(副)特殊専門講義Ⅱ（環境共生・里

山SDGsワークショップⅠ）

足立 守、高

橋 裕平、郡

麻里、山形

新之介、松

野 正太郎、

竹内 恒夫

2

担当教員は環境省や林野庁など国の委託事業や補助事業を担当した経験がある。

現在の国の生物多様性保全や気候変動への対策・方針について紹介し、調査方法

を伝授する。

35
(副)特殊専門講義Ⅱ（環境共生・里

山SDGsワークショップⅡ）

足立 守、高

橋 裕平、郡

麻里、山形

新之介、松

野 正太郎、

竹内 恒夫

2

担当教員は環境省や林野庁など国の委託事業や補助事業を担当した経験がある。

現在の国の生物多様性保全や気候変動への対策・方針について紹介し、調査方法

を伝授する。

36
(副)特殊専門講義Ⅱ（グローバルコ

ミュニケーション概論）

佐藤 直史、

阪倉 章治、

ウバイドゥ

ラエフ ダブ

ロンベック

アブドゥワ

ホブ オギリ

2
弁護士としての実務経験やアジア諸国における国際協力の経験を豊富に有する教

員が実践的な解説を行う授業です。

37

(副)特殊専門講義Ⅱ（グローバルコ

ミュニケーションワークショップ

Ⅰ）

佐藤 直史、

阪倉 章治、

ウバイドゥ

ラエフ ダブ

ロンベック

アブドゥワ

ホブ オギリ

2
弁護士としての実務経験やアジア諸国における国際協力の経験を豊富に有する教

員が実践的な解説を行う授業です。

38

(副)特殊専門講義Ⅱ（グローバルコ

ミュニケーションワークショップ

Ⅱ）

佐藤 直史、

阪倉 章治、

ウバイドゥ

ラエフ ダブ

ロンベック

アブドゥワ

ホブ オギリ

2
弁護士としての実務経験やアジア諸国における国際協力の経験を豊富に有する教

員が実践的な解説を行う授業です。

39 社会政策と社会保障 木村 牧郎 2
NPO職員として精神障害者の生活支援に携わった経験から、実際の障害者が暮ら

しと就労を両立させるためにどのような課題に直面しているかを解説する。

40 金融論 谷内 陽一 2

年金基金、銀行、生命保険会社にて私的年金（企業年金・個人年金）の制度・財

政運営や資産運用等の業務に従事してきた教員が、金融・ファイナンスに関する

理論的体系および実務経験に基づく具体的事例を踏まえて、学術・実務両面の視

点から幅広く講義する。

41 国際金融論 谷内 陽一 2

年金基金、銀行、生命保険会社にて私的年金（企業年金・個人年金）の制度・財

政運営や資産運用等の業務に従事してきた教員が、金融・ファイナンスに関する

理論的体系および実務経験に基づく具体的事例を踏まえて、学術・実務両面の視

点から幅広く講義する。
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42 特殊専門講義Ⅱ（国際協力論） 阪倉 章治 2
国際協力機構(JICA)での勤務経験に基づく国際協力プロジェクトのケーススタ

ディを行います。

43 商業簿記 荒鹿 善之 2
 日商簿記検定試験委員の担当経験がある教員によって行われる授業です。日商簿

記検定3級の受験に役立つ資料を配布します。

44 経営情報論 小川 哲司 2

◆実務経験のある教員による授業情報通信業界にて、システム開発やマーケティ

ングなどの業務経験を有する教員が、経営と情報の関わりについて実践的な観点

より解説する科目である。

45 情報システムの理論と実際 小川 哲司 2

◆実務経験のある教員による授業情報通信業界にて情報システムの開発経験を有

する教員が、情報システムの特性や開発手法について実践的な観点より解説する

科目である。

46 簿記I(株式会社会計) 中村 壽男 2
簿記検定試験委員として培った経験より、大学で学ぶ簿記の学習成果を確認する

ため、日本商工会議所簿記検定試験へのチャレンジを奨励している。

47 簿記II(製造業会計) 河邉 丹理 2
企業の経理責任者および公認会計士として、企業の経理実務に携わってきまし

た。おぼえる簿記ではなく、考える簿記の授業をしたいと思っています。

48 財務会計 荒鹿 善之 2

 日商簿記検定試験委員の担当経験がある教員によって行われる授業です。受講生

は「基本簿記」やその他の簿記・会計科目の知識を生かしつつ、仕訳の応用問題

に取り組む場合があります。

49 ガバナンスと監査 河邉 丹理 2
公認会計士として、財務諸表監査・包括外部監査に携わってきた経験を活かし、

広い視点から監査を考える授業にしたいと考えています。

50 原価計算論 荒鹿 善之 2

 日商簿記検定試験委員の担当経験がある教員によって行われる授業です。受講者

は、基礎的な問題に加えて、検定試験で出題される問題にも取り組む場合があり

ます。

51 情報処理概論 波場 泰昭 2
中学・高校・大学・大学院における授業経験を活かし、参加者の経験や習熟度に

応じた情報処理教育を実践します。

52 プログラム入門 波場 泰昭 2
中学・高校・大学・大学院における授業経験を活かし、参加者の経験や習熟度に

応じたプログラミング教育を実践します。

53 プレゼンテーション 波場 泰昭 2
中学・高校・大学・大学院における授業経験を活かし、聴衆に応じた柔軟性のあ

るプレゼンテーション技能を紹介します。

54 情報処理特論 波場 泰昭 4
中学・高校・大学・大学院における授業経験を活かし、参加者の経験や習熟度に

応じたプログラミング教育を実践します。

55
特殊専門講義Ⅱ（マネジメントゲー

ム）
松井 義司 2

教員は電機メーカーに勤務し、中東・ロシア・インドに駐在するなど新興国の市

場開発・現地企業の経営に従事した。実際の仕事は、会計・マーケティング・製

造が関連し合っている。マネジメントゲームを通してこれらの関連性を学んで欲

しい。

56 特殊専門講義Ⅱ（観光論）
宮道 利典、

武田 光弘
2

42年間旅行会社に勤務し、主に海外旅行企画造成、企業への課題解決型営業、愛

知県内の観光事業様への着地型コンテンツ造成セミナー等を行った。このような

社会現場での幅広い経験を活かした授業内容を行うとともに、社会人として必要

な姿勢等も指導する

57 特殊専門講義Ⅱ（起業論） 堀 泰 2
民間企業での新規事業立ち上げや新会社設立に関わる実務経験を活かした実践的

教育を行う。

58 情報と法 萩原 聡央 2

〔実務経験を活かした授業の内容〕自治体の情報公開・個人情報保護審査会委員

の経験を持つ教員が、情報の自由な流れの保障と情報の保護のバランスが必要で

あるとの視点から、行政やメディアを含む企業等における情報の取扱いをめぐる

課題を解説する。

59 外国法 佐藤 直史 2

アジア諸国における法整備支援の経験を豊富に有している教員が、具体的な事例

を通じて、外国法及び日本法を比較の中でどのように理解するかについて、実践

的に学ぶ科目です。

60 家族法 近藤 久雄 2

 家庭裁判所の参与員をつとめる教員が、家族関係をめぐる法的諸問題（夫婦、親

子、遺産分割）の解決方法を、理論と実務の視点から解説することによって、単

なる法的知識の習得にとどまらず、家族法を実践的に理解することに役立つ内容

になっています。

61 知的財産法 白出 博之 2
弁護士としての知財関連事件の実務経験を活用し、知財関連事件の判例分析等、

具体的なケースを題材とした説明を実施していきます。

62 労働法 宮本 雅史 2
企業内弁護士として、企業の人事労務管理や法務の実務、トラブル・課題解決に

携わってきた経験を活かした講義を行います。

63 特殊専門講義Ⅱ(中国法) 白出 博之 2
JICA長期派遣専門家・弁護士としての中国法制度整備支援の実務経験を活用し、

中国法の案例分析等、具体的なケースを題材とした説明を実施していきます。

64 (教)教師論 小田 和也 2
担当教員は教育委員会での実務が３年間、学校現場での実務が10年間あります。

教育行政や学校現場の実状に即した授業を展開します。
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65 (教)教育と社会 大谷 尚 2
・2010-2012の3年度に渡る名古屋大学教育学部附属中・高等学校長としての実務

経験を学校教育に関する内容に反映させる．

66 (教)道徳の理論と指導法 小田 和也 2
担当教員は教育委員会での実務が３年間、学校現場での実務が10年間あります。

教育行政や学校現場の実状に即した授業を展開します。

67
(教)教育実習Ⅰ(高一免用)(年)26後-

27前
小田 和也 1

担当教員は教育委員会での実務が３年間、学校現場での実務が10年間あります。

教育行政や学校現場の実状に即しつつ、実践的な指導を行っていきます。

68
(教)教育実習Ｉ（中一免用)(年)26

後-27前
小田 和也 1

担当教員は教育委員会での実務が３年間、学校現場での実務が10年間あります。

教育行政や学校現場の実状に即しつつ、実践的な指導を行っていきます。

69 (教)教育実習II 小田 和也 2
担当教員は教育委員会での実務が３年間、学校現場での実務が10年間あります。

教育行政や学校現場の実状に即した授業を展開します。

70 (教)教育実習III 小田 和也 2
担当教員は教育委員会での実務が３年間、学校現場での実務が10年間あります。

教育行政や学校現場の実状に即しつつ、実践的な指導を行っていきます。

71 (教)教職実践演習（中・高）

飯田 幸恵、

田中 秀佳、

小田 和也

2 学校現場の経験に基づいた指導をおこなう。

72 (教)社会科・公民科教育法Ｉ 小田 和也 2

担当教員は教育委員会での実務が３年間、学校現場での実務が10年間あります。

教育行政や学校現場の実状に即しつつ、模範授業を中心とした実践的な指導を

行っていきます。

73 (教)社会科・公民科教育法II 小田 和也 2

担当教員は教育委員会での実務が３年間、学校現場での実務が10年間あります。

教育行政や学校現場の実状に即しつつ、模範授業を中心とした実践的な指導を

行っていきます。

74 (教)介護等体験実習（通）
田中 秀佳、

小田 和也
1 実務経験に基づき学校現場の現状、課題、学外活動に必要な事項を教授する。

75 (教)現代教育の課題 大谷 尚 2
・2010-2012の3年度に渡る名古屋大学教育学部附属中・高等学校長としての実務

経験を、本授業の学校教育に関する内容に反映させる．

76 演習ⅠＡ 宮本 雅史 2 弁護士としての経験を交えて、学生生活と法律とのかかわりなどを伝えます。

77 演習ⅠＢ 宮本 雅史 2 弁護士としての経験を交え、学生生活と法律とのかかわりを伝えます。

78 演習ⅡＡ 松本 未希子 2 総務省での勤務経験を有する教員が行政法的な思考方法について指導する。

79 演習ⅡＢ 松本 未希子 2 総務省での勤務経験を有する教員が行政法的な思考方法について指導する。

80 演習ⅢＡ 佐藤 直史 2

弁護士実務経験に加え、アジア諸国における法整備支援の経験を豊富に有してい

る教員が、学生のみなさんが法学部で学び、身につけたことを社会でどのように

活用するかについて、実践的に学ぶ科目である。

81 演習ⅢＡ 白出 博之 2
弁護士として裁判実務、および我が国のODA事業である法整備支援の長期専門家

として立法支援業務等の実務経験をこの演習の内容に活用します。

82 演習ⅢＡ 松本 未希子 2 総務省での勤務経験を有する教員が行政法的な思考方法について指導する。

83 演習ⅢＡ 宮本 雅史 2

企業内弁護士として、企業の人事労務管理や法務の実務、トラブル・課題解決に

携わってきた経験を活かして、受講生のみなさんにアドバイスや解説を行いま

す。

84 演習ⅢＡ 遠山 圭一 2

弁護士として、民事事件・刑事事件などに携わっている教員が、個別具体的な事

案の検討を通じて、情報収集能力、事案分析能力、文書作成能力、論理的思考

力、問題解決能力などの向上を目的とした実践的な教育を行う科目である。

85 演習ⅢＢ 佐藤 直史 2

弁護士実務経験に加え、アジア諸国における法整備支援の経験を豊富に有してい

る教員が、学生のみなさんが法学部で学び、身につけたことを社会でどのように

活用するかについて、実践的に学ぶ科目である。

86 演習ⅢＢ 白出 博之 2
弁護士として裁判実務、および我が国のODA事業である法整備支援の長期専門家

として立法支援業務等の実務経験をこの演習の内容に活用します。

87 演習ⅢＢ 松本 未希子 2 総務省での勤務経験を有する教員が行政法的な思考方法について指導する。

88 演習ⅢＢ 宮本 雅史 2

企業内弁護士として、企業の人事労務管理や法務の実務、トラブル・課題解決に

携わってきた経験を活かして、受講生のみなさんにアドバイスや解説を行いま

す。

89 演習ⅢＢ 遠山 圭一 2

弁護士として、民事事件・刑事事件などに携わっている教員が、個別具体的な事

案の検討を通じて、情報収集能力、事案分析能力、文書作成能力、論理的思考

力、問題解決能力などの向上を目的とした実践的な教育を行う科目である。
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90 演習ⅣＡ 佐藤 直史 2

弁護士実務経験に加え、アジア諸国における法整備支援の経験を豊富に有してい

る教員が、学生のみなさんが法学部で学び、身につけたことを社会でどのように

活用するかについて、実践的に学ぶ科目です。

91 演習ⅣＡ 白出 博之 2
弁護士として裁判実務、および我が国のODA事業である法整備支援の長期専門家

として立法支援業務等の実務経験をこの演習の内容に活用します。

92 演習ⅣＡ 松本 未希子 2 総務省での勤務経験を有する教員が行政法的な思考方法について指導する。

93 演習ⅣＡ 宮本 雅史 2

企業内弁護士として、企業の人事労務管理や法務の実務、トラブル・課題解決に

携わってきた経験を活かして、受講生のみなさんにアドバイスや解説を行いま

す。

94 演習ⅣＡ 遠山 圭一 2

弁護士として、民事事件・刑事事件などに携わっている教員が、個別具体的な事

案の検討を通じて、情報収集能力、事案分析能力、文書作成能力、論理的思考

力、問題解決能力などの向上を目的とした実践的な教育を行う科目である。

95 演習ⅣＢ 佐藤 直史 2

弁護士実務経験に加え、アジア諸国における法整備支援の経験を豊富に有してい

る教員が、学生のみなさんが法学部で学び、身につけたことを社会でどのように

活用するかについて、実践的に学ぶ科目です。

96 演習ⅣＢ 白出 博之 2
弁護士として裁判実務、および我が国のODA事業である法整備支援の長期専門家

として立法支援業務等の実務経験をこの演習の内容に活用します。

97 演習ⅣＢ 松本 未希子 2 総務省での勤務経験を有する教員が行政法的な思考方法について指導する。

98 演習ⅣＢ 宮本 雅史 2

企業内弁護士として、企業の人事労務管理や法務の実務、トラブル・課題解決に

携わってきた経験を活かして、受講生のみなさんにアドバイスや解説を行いま

す。

99 演習ⅣＢ 遠山 圭一 2

弁護士として、民事事件・刑事事件などに携わっている教員が、個別具体的な事

案の検討を通じて、情報収集能力、事案分析能力、文書作成能力、論理的思考

力、問題解決能力などの向上を目的とした実践的な教育を行う科目である。

72 65 68合計
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